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＜あらまし＞ 研究経験のない大学院生が研究を開始する際の支援が重要な課題となっている．

本研究では，研究初心者を対象に実施したメンターを含むグループ活動を実施し，参加者アン

ケートからその課題を検討した．そのグループ活動では，研究構想を図式化した研究構想マッ

プを用い，教員等との少人数ディスカッションとリフレクションを通して次の行動を明確にす

ることを目的としている．アンケートの結果から，活動を通して研究計画が明確になったとし

ながらも，研究構想マップを作成する事前準備の不安や活動での研究構想マップを使った説明

方法の不安が問題としてあげられた． 
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1. はじめに 

この報告では，研究初心者を対象とする思

考支援としてのメンターを含むグループ活動

について，その実践と参加者アンケートの結

果をもとに今後取り組む課題を報告する． 
研究経験のない大学院生が研究を開始する

際の支援は，大学院教育における重要な課題

である．研究初心者は，研究テーマの設定や

研究計画の立案に加え，自身の研究構想を他

者に説明することにも困難を感じやすく，研

究リテラシー形成の初期段階でつまずくこと

が少なくない(Yang 2020)． 
Begum・Yesmin(2025)の調査によると，メ

ンターや指導者の支援が研究技能形成に寄与

することが示されており，メンターによる研

究のレビューが効果をもつことが期待される．

Fallon(2024)は，学部生の研究経験において，
主たるメンターの関わり方や教育的配慮が研

究経験の質に直接的な影響を及ぼすことを指

摘しており，メンターを含むグループ活動が

研究経験の質向上に効果を持つことが期待さ

れる．そこで，研究初心者を対象に，メンタ

ーを含む少人数グループ活動を通じて研究構

想を検討する実践を行った．この報告では，

この活動が研究初心者の思考支援としてどの

ように機能したのか，また，どのような課題

があるかをアンケート結果から検討する． 
 
 

2. メンターを含むグループ活動の概要 

実施するグループ活動では，研究初心者が

自身の取り組みや研究構想を研究構想マップ

として事前に図式化し，それをもとにグルー

プ活動を行う．各グループには，研究経験を

有する教員等がメンターとして参加し，研究

初心者とともにディスカッションを行う． 
グループ活動は，研究初心者が発表者とな

り，発表者による簡潔な研究構想の説明から

始まり，その後，メンターを含む少人数での

質疑を通して，発表者が研究課題や研究計画

を検討する．グループに複数の発表者がいる

場合は，発表と質疑を順番に行い，最後に，

リフレクションの時間を設け，参加者が次に

取るべき行動を明確にすることを目的とする．

このように，本活動は，研究構想の可視化と

対話を組み合わせた思考支援の場として設計

されている． 
研究構想マップは，鈴木(2022)の講演で紹

介されており，向後(2016)で示された教育工
学の教育方法に関する研究フレームワークを

もとに作成されたものである． 
 

3. グループ活動とアンケートの実施 

グループ活動は，2025年 10月 5日に行い，

メンターを交代して 3回のグループ活動を行

った．メンターは第 1著者が所属する組織の

教員 9名で，参加者は 21名であった．グルー

プは，メンター1 名とメンティー2 から 3 名
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で構成し，メンティー1名につき 15分の持ち

時間で，メンティーが研究構想マップをもと

に研究構想を説明し，それにメンターまたは

他のメンティーと質疑する形式で実施した．

メンティー全員の発表後には，休憩とリフレ

クションをかねて 15分間確保した．メンティ

ー3 名の発表・質疑とリフレクションをあわ

せて 1 つのグループ活動とし，3 回行った．

グループ活動を 1回行ったあとは，メンター

を入れ替えて次のグループ活動を行った． 

活動終了後に実施したアンケートでは、主

に以下の点について回答を求めた． 

⚫ 良かったところを具体的に教えてく

ださい 

⚫ 改善すべき点を具体的に教えてくだ

さい 

⚫ 研究構想マップについて，良かったと

ころ、改善すべき点について自由に教

えてください 

 
4. アンケート結果の概要 

アンケート結果からは，参加者が，グルー

プ活動を通して研究計画が明確になったとい

う回答がみられた．一方で，研究構想マップ

を事前に作成する段階での不安や活動中に研

究構想マップを用いて自分の考えを説明する

ことへの不安が挙げられた． 

具体的には，良かったところとして，「アウ

トプットイメージの具体化」「研究の方向性が

具体的に」「明日からやることもわかり」「研

究の前提、アプローチ方法、今後の具体的な

手順」などの記述がみられた． 

改善すべき点としては，「今の方法で良い」

など満足している様子や「頻度を増やしてほ

しい」という実施方法に関すること，「隣との

距離が近い」「1テーブルあたりの人数は 2人

まで」などの環境に関すること，「自分の準備

不足」「アウトプットを練習」などの事前準備

に関する記述がみられた． 

研究構想マップについては，「思考が視覚的

に整理しやすい」「思考のとりかかりに良い」

などの可視化を意識した意見がみられ，「使い

方の説明」「限られた紙面の中でまとめる能力」

「対象や前提、新規性など必ず聞かれる内容

を書く項目」「書き方に悩む」「見本の提示」

「記載のポイントなどが書かれた資料」など

参加者が期待する支援などを収集できた． 

これらの結果は，研究構想マップが思考を

整理する支援として一定の効果を持つ一方で，

研究初心者にとってはその作成や活用自体が

新たな負荷となり得ることを示している． 

 
5. まとめ 

この研究では，研究初心者を対象とするメ

ンターを含むグループ活動の実践とアンケー

ト結果から明らかになった課題について報告

した． 

結果から，本活動は研究計画の明確化を支

援する思考支援として機能する一方で，研究

構想マップの事前準備やそれを使用した説明

方法に対する不安といった課題が存在するこ

とが示唆された．今後は，研究構想マップの

作成支援や説明方法に関する足場かけを充実

させることで，研究初心者にとってより負担

の少ない思考支援の設計を検討する必要があ

る． 
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